
本邦における月経異常診断の実態調査について 
 
兵庫県立丹波医療センターでは、日本産科婦人科学会のおこなう、患者さんの診療情
報を用いた下記の研究に協力しています。 
 
研究課題名：本邦における月経異常診断の実態調査 
研究を実施する研究機関：日本産科婦人科学会 生殖・内分泌委員会  

本邦における月経異常診断の標準化と実態調査に関する小委員会 
研究統括責任者：岩瀬 明（群馬大学医学部附属病院 産科婦人科教授） 
兵庫県立丹波医療センターでの担当：丸尾 原義（産婦人科） 
 
研究の概要： 
生殖年齢女性における月経異常は産婦人科受診患者の主訴の中で最も多いもののひと
つになります。月経異常には、周期の異常、量の異常、随伴症状等があります。それぞ
れの月経異常をきたす原因疾患は複数あり、問診や検査により鑑別診断が必要になりま
す。また月経異常の内容（周期が短い、月経量が多い等）や原因疾患(子宮筋腫、血液凝
固異常等)については重複してみられることがあります。  
我が国においては、このような月経異常の内容や原因疾患、診断のプロセスについて、
その実情を把握するための研究がこれまでなされておりません。産婦人科の代表的な主
訴の一つである月経異常について、その実態を調査することは、今後の月経異常診断の
精度を向上させるための基礎的な材料となり有意義であると考えています。 
 
研究対象と研究方法： 
令和元年 12月 1日から令和 2年 1月 31日の期間に、月経異常を新たな主訴に受診
された、16 歳から 45 歳までの方が対象となります。この中から抽出された方の背景
情報、月経異常の内容、実施した検査、月経異常の原因をカルテより収集し、個人が特
定されない形で、各施設から研究機関に集められ分析されます。研究対象となることを
希望されない方は、研究に使用しませんので当院の担当者までご連絡ください。但しご
連絡が 2021 年 4 月以降になった場合には、研究に使用される可能性があることをご
了承ください。 
 
 

詳細に関しては、下記の「情報公開文書」を参照ください。 
 
 


















